
















水でのばして作ります 

これがスッポンの血。本来は

アルコールで割って使います 

歴史は繰り返します。 

もう別の家庭を持っている長女の子供がふたりとも私の家に遊びにくると、まず最初にするのは台所へ行って冷蔵庫

を開け、「何かないかな？」と探すことです。このような経験は、皆さんにもあるのではないでしょうか？ 

 

さて、これは私が小学 2 年生だった、ある暑い夏の日の話です。学校から帰ると、いつものように何かおやつがないか

と冷蔵庫を開けました。普段なら少なくとも「冷たい麦茶」くらいはあるものの、その日は何もありませんでした。 

 

家は飲食店向けの食材を扱う商店も兼ねており、家と店舗は一体でした。そこで、店の大きな冷蔵庫を順番に探し始

めると、中央の棚にガラスコップに入った「ぶどうジュース」を見つけました。 

 

「やった、見つけた！」 

 

当時は、「ホホイのホイでもう一杯」という CM で人気だった「渡辺のジュースの素」が

流行っている時代です。市販のフルーツジュースは珍しく、ペットボトルや瓶入りのジ

ュースもほとんどありませんでした。そんな中で見つけた "搾りたてのぶどうジュース" 

は、まさに宝物でした。 

 

もちろん、飲まずにはいられません。 

思い切って、一気にゴクゴクと飲み干しましたが、次の瞬間、 

 

「プファ～！プファ～！」と、鯨の潮吹きのように全てを吐き出してしまいました。 

 

「な・ナ・NA！・何なんだコレは・・・・」 

 

その味は今でも正確には思い出せませんが、甘くないことだけは確かです。 

 

実は、ぶどうジュースだと思っていたものはスッポンの血だったのです。 

人は辛い記憶には自然と蓋をするものです。この出来事は、私が小学2 年生で心的外

傷後ストレス障害（PTSD）を経験した瞬間でした。 

 

だから、お酒を飲むと記憶が飛びやすいのは、この出来事の影響かもしれません。 

またお客様からの注文を時々、忘れてご迷惑をかけてしまうのは、このせいなのです。 

 

ごめんなさい。 温かいお言葉をお待ちしております。  

                  合唱、ではなかった「合掌」 



学生時代の思い出 

 

私は大阪の大学で映画研究部に所属し、映画の鑑賞と映画の制作に情熱を注いでいました。 

 

1970 年代の商業映画は 35 ミリフィルムを使用し、2000 年代初頭からデジタル化への移行が進んでいきました。映画

はフィルムリールに巻かれ、映写機を通してスクリーンに映される仕組みでした。映写には専門の技術が必要であり、

映写技師がその責務を担っていましたが、デジタル化の波により徐々にその役割は失われていきました。 

 

自主制作映画の世界では、8mm フィルムが主流でしたが、そこから多くの才能が

生まれました。例えば、第２０回日本アカデミー賞優秀監督賞を受賞した大森一

樹 監督や、原田知世も主演した尾道三部作で知られる大林宣彦 監督も、自主

制作映画の経験を持っています。これは、映画制作の初心者でも、独自の視点

と情熱があれば、映画界での成功が可能であることを示しています。 

 

私たちのクラブでは、8mm はもちろんですが、少しでもプロの技術を模倣すべく

16mm フィルムを使用して自主制作映画を制作していました。この選択は、当時

の関西地区で私たちだけの特徴でした。メインカメラマンとしての撮影に加え、

映画フィルムの一コマ一コマを手作業で繋ぐ編集作業にも主体となり携わりまし

た。この編集はアメリカでは「見えない芸術」とも呼ばれ、映画制作における職人

技の一つとされています。 

 

映画研究部での活動を通じて、年間１５０本以上の映画を鑑賞し、深く研究しま

した。週末のオールナイト上映を利用して、学業を犠牲にすることなく、豊富な映

画を観ることができました。この経験は、私に映画制作の全過程への深い理解

と、映画への変わらぬ愛を育んでくれました。そして、4 年間の大学生活を通し

て、学業とのバランスを保ちながら、なんとか卒業することができました。（笑） 

 

私自身、映画館での映写をする技術も叩き込まれましたので、かつてはこの技

術で生計を立てることができると考えていました。 

しかし、電話交換手や無声映画時代の活動弁士のように、映写技師も時代の変

化と共に必要とされなくなる職業の一つとなりました。時代が進むにつれ、多くの

職業が消えていきますが、新たな職業が生まれてくるのもまた事実です。 



特に飲食業界で働く皆さんにとって、この変化が重要な意味を持ちます。「人の心と繋がり、絆を作る」ことを究極の目

標とする飲食業は、テクノロジーの進歩によっても容易には消え去ることはありません。人間の基本的な欲求である「食」

に関わり、それを通じて人々の心を満たすことは、どんな時代でも価値があり続けるからです。 

 

私が映写技術を学んだこと、そしてその職業が時代と共に姿を消していった経験は、変化を受け入れ、時代に適応す

ることの大切さを教えてくれました。同様に、飲食業に携わる皆さんも、変わりゆく世の中で持続可能な価値を提供し続

けることが、業界を生き抜く鍵です。 

 

冬になると、血圧が上昇しやすいと言われています。これは、全身の血管が寒さにより収縮し、心筋

梗塞、脳梗塞、脳出血などのリスクが高まるためです。特に、私のように不整脈を持つ人にとっては、

注意が必要です。 

 

夏場は最高血圧が 120～130mmHg 程度に保たれますが、寒い時期はしばしば 150mmHg を超える

こともありました。処方されている薬には血圧を下げる効果もありますが、主に心臓のリズムを整える

ためのものです。そのため、家を暖かく保つ工夫が欠かせません。 

 

私は、室温が 20 度を下回らないように心がけています。しかし、この温度設定が原因で、妻は「暑すぎる」と感じてしま

い、現在は子ども部屋に避難しています。念のためですが、これは別居ではありませんので、誤解しないでください。 

 

脱衣場と浴室、室外と室内の温度差が原因で起こるヒートショックにも注意が必要です。最近、自覚症状に気づき病院

を訪れた私どものお客さんが２・３日の入院ですんだ事例があります。 

 

万一、「顔の片側が歪む」「片腕に力が入らない」「言葉がうまく話せない」といった症状があれば、脳卒中のサインかも

しれません。また、「胸の締め付け」「冷や汗」などは狭心症や心筋梗塞の兆候です。 

 

「他山の石」という言葉があります。２０代の若さであっても、カップ麺やジュースばかりを取

っていると高血圧になりやすいため、重要なサインを見落とさないようにしましょう。 

野球での『盗塁を試みるランナーをセカンドベースでアウトにする』くらいの気持ちで、健康

管理に努めることが大切です。 

 

 

この度の能登地方を震源とする大規模地震に

より、犠牲になられた方々に心よりお悔やみを申

し上げます。また、被災された皆様へ、心からの

お見舞いを申し上げます。 

 

2 月 12 日現在、23,000 人を超える方々が避難生

活を送っており、その安全確保と、一刻も早い復

旧・復興を心から願っています。 

 

SNS で注意喚起のつもりか愉快犯なのかはわか

りませんが、情報の混乱がある中で、偽情報が拡

散し、不安が増幅されたことは残念で仕方ありま

せんが、このような試練の状況の中でも、日本人

の優しさと支援の手が広がっていることに、深く感

じ入っています。 

 

善意の支援が時には被災者の方々に負担をか

けてしまうこともありましたが、それは皆が少しでも役立ちたいという強い願いから生まれたものでした。 

カップ麺やジュースには気をつけましょう 

『山川異域 風月同天』の想いを胸に 

1 月 11 日撮影 能登松波の酒蔵・松波酒造 私の友達です。 

全壊となりましたが元気です。能登の人は強い！ 



私の従兄弟は、能美市で運送業と倉庫業を営んでおり震災翌日から全国

の仲間に支援物資の提供を呼びかけ、自社の倉庫で集荷し地元の運送業

者さん達と共に被災地へ届けていました。 

 

「能登の人々への支援を」 という彼の一言が、多大な支援をもたらしまし

た。支援物資が集まり、被災地のニーズに合わせての消毒薬などの必需品

も含め、1m×1m のパレット 400 枚以上が寄せられました。 

 

なんの見返りもなく、無償で支援物資を届けてくれた彼とその仲間たちの行

動は、計り知れないほどの優しさと、日本人の強い絆を象徴しています。倉

庫に積まれたパレットの山を見たとき、その厚い絆と無償の愛に、私は深く

感動しました。 

 

加えて、私の母校である大阪経済大学同窓会からは、500 万円という義援金

を頂戴しました。この寛大な支援に対し、心から感謝申し上げます。 

 

支援の輪は次々と広がっています。 

 

金沢の「A___RESTAURANT」さんは、被災された飲食店の皆様の事業の継

続・再建のためにと店舗を貸し出しプロジェクトを始めました。 

 

第一弾は輪島 ねぶた温泉「海游 能登の庄」さんで「能登味彩」特別ディナ

ーでした。 

 

まだまだ能登の庄・再開の目処こそ立っていませんが、地震により温泉の湧

出が止まっていたものが、先月末にはありがたいことに「また自噴してくれ

た」との嬉しい言葉も聞かれました。 

 

再開するには、多くの問題が山積みとは思います。しかし今回のイベントで

は、避難所生活しているスタッフも一つの目標のもとに集まり成功に導いた

ことを糧に、顔を上げ笑顔とともに「顔晴って（がんばって）」いきましょう。 

 

また微力ながらも私達も応援させていただきたいと思っています。 

 

 

視力を失いながら日本に律宗の仏教を伝え唐招提寺を開いた鑑真の伝

記「唐大和上東征伝」には、 

 

『山川異域 風月同天』の記述があります。これは、“山と川は異なる場所に

あっても、風と月は同じ空の下にある”という意味です。 

 

『山川異域 風月同天』 － 離れていても、私たちの心は一つに繋がって

います。この困難な時期に、一致団結して支え合い、共に復興への道を歩

んでいきましょう。 

 

1 月 4 日 山と積まれた支援物資 

今日到着したのはバレット 50 枚でした 

北國新聞 2 月 7 日の 22 面より！ 

能登支援の一環として 

社長と女将さんの挨拶から始まりました。 

能登の鮮魚の刺身者合わせ 


